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下川 眞季（しもかわ まさき）

１．アイディア発想に必要な『外化』とは？
　ビジネス創出に欠かせない『発見力』。その中でも、『関連付ける力』は最も重要
ですが、その前に、まず自分の発想を表現する作業が必要です。アイディアの源泉
は書くことから始まるのです。
　書く事、アウトプットは脳認知学では『外化』と言われます。頭の中にある無数で
脈絡のない考えを、一度、外部に吐き出す作業です。単語や文章だけでなく、図やイ
ラストでも構いません。主観的でバラバラだった考えが、“外化”することで客観視で
きるようになります。高い視点から俯瞰することで、アイディアを結合したり、削除した
り、まるで第3者的な作業が可能になります。この第3者的な淡 と々した作業こそが、
先入観なく、意外なアイディアを発見する原動力になるのです。これは、自分の中に
眠っていたアイディアの『見える化』作業になります。
　このように人間の考えは、「見える化」されて初めて、アイディアに昇華されていき
ます。その外化の際に活躍するものが、質問の力です。

2．質問筋力を鍛える
　ピーター・ドラッカー曰く「正しい答えを見つけるよりも正しい質問を探すことが重
要」とあるように、自問自答するトレーニングは、アイディア発想においても必要不可
欠です。質問の本質は問い質すことではなく、探究することです。では、質問筋力を
鍛えるワークをしてみましょう。

①自分が抱えている課題・問題点を平叙文で書き出してみる。
　例）「画期的な商品企画のアイディアが出てこない。」
②単純に疑問文に置き換える。
　例）「なぜ、画期的な商品企画のアイディアが出てこないのか？」
③探究的な肯定疑問文に変化させる。
　例）「どうしたら、世界一画期的な商品企画のアイディアが出てくるようになるのか？」

　「なぜ、出来ないんだ？」と問い詰める前に、「何が、解決を妨げているのか？」と質
問を変化させると、人間の視点もガラリと変わります。今、どうなのか？　何が、違うの
か？　どうしたら、こうなったのか？　もし、～だったら、どうなのか？というような探究的
な質問のみで行う『質問ストーミング』は会議でも有効な方法です。質問の仕方を変
えれば世界を変えることができます。是非一度、お試しあれ！

3．五感力を高める
　考えるだけでなく、五感すべてを使って物事を観察し外化してみる。六感は五感を
使い切って初めて働き始めるもの。これは私の持論です。目に見えるもの聞こえるも
のは、たったの4％です。実際に五感で認知できないものを感じる力は、発想力の強
力な助っ人になります。だからこそ、外化し表現することが重要なのです。
　目の前の風景を五感を使って表現してみて下さい。本質が見えるようになり、隠れ
た属性が浮き彫りにされます。その時点で、初めて類推する力が作用し、異分野を関
連づける力が発揮されるようになっていくのです。
　最後に、穴埋めクイズに挑戦してみて下さい。
（ヒント:アルファベットの文字の並ぶ順番）
解答は次回をお楽しみに！ 次回は、いよいよ
『関連づける力』に入っていきます。

法則を見抜いて
空欄を埋めてみましょう！

問1  JF＿AM＿J＿SOND
問2  PHB＿HPH＿HP

<第２回> 発見力を鍛える『アイディア発想法』
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